
令和２年1月

宮崎県 県土整備部

わたしたちのくらしと
地域経済を支えるインフラ

宮崎県におけるインフラのストック効果事例集（vol.6）

インフラの整備は「未来への投資」であり、将来の経済成
長の基盤となり、安全で豊かな生活の実現に資するストック
効果の高い事業を戦略的に進めていく必要があります。

この事例集は、このような本県の取組を紹介します。

本県では、県民生活や経済活動を支える交通基盤の整備・
機能強化、国土強靱化に向けた防災・減災対策等を重点的に
推進し、『くらしの豊かさ日本一の宮崎』を実現します 

西都ＩＣ

令和元年１０月６日 国富スマートＩＣ開通 

宮崎西ＩＣ

宮崎市

国富町



目 次

※整備されたインフラが機能することによって、
整備直後から継続的に中長期にわたり得られる効果

ストック効果とは 



大規模災害発生時に 支援路・代替路として機能 

熊本地震発生後において、東九州自動車道、
九州中央自動車道が被災地の復興及び九州全体の経済を支える役割を果たす！

求められるミッシングリンク解消と４車線化

九州縦貫自動車道の代替ルートとして機能

【中型車以上交通量推移（門川IC～清武南IC）】

1,440台/日

高速道路統計月報より算出

被災地への支援ルートとして機能

支援本部

日之影
拠点

高千穂
拠点

五ヶ瀬
拠点

被災地
阿蘇市・山都町等

東九州道・九州中央道

0

500

1,000

1,500

H27.4 H28.4 H29.4 H30.4 H31.4

(台/日)

熊本地震

熊本地震の際
九州縦貫自動車道は４車線のため、上り線を利用し
早期に交通機能を確保

暫定２車線区間の４車線化

安全・安心の確保

ミッシングリンク解消

災害に強い
道路ネットワーク

南海トラフ地震発生時の支援ルート確保

高速道路が被災した際、早期の交通機能回復

南海トラフ地震発生時
東九州地域沿岸部は大津波により地域が孤立
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県内東九州道供用率

県内東九州道供用率
（H2２）3４％ → （H３０）７３％

着実に進む東九州自動車道整備

企業活動の活性化
鉱工業指数（輸送機械工業出荷指数）H27比 1.45倍!!
東九州自動車道交通量の伸びと強い相関!!

宮崎県鉱工業指数月報
高速道路統計月報 より算出

人流・物流の活性化で 経済成長を牽引 

H22以降 順次開通
H26.3 「延岡 ～宮崎」間 開通
H27.3 「大分 ～宮崎」間 開通
H28.4 「北九州～宮崎」間 開通
H30.3 県南区間（日南北郷～日南東郷）開通

宮崎県企業立地課調より算出

【県内企業立地件数推移】

（立地件数）

暫定２車線区間の４車線化

ミッシングリンク解消 経済成長
実現人流・物流ネットワークの強化

人流・物流の活性化で 生産性向上・経済成長を牽引 

【日南市工業団地】
IC付近の工業団地完売
新たに工業団地整備

【宮崎日機装（株）】
国内最大級の航空機部品工場
生産ラインを本県に集約
新規雇用700人

【中国木材（株）日向工場】
国内最大級の製材工場
年間木材消費量７０万m3

【宮崎キヤノン（株）】
デジタルカメラの量産拠点
1,500人規模の新工場

【延岡市工業団地】
第１．２工区完売
新たに工業団地整備

進む企業立地
企業立地件数 351件（H22～H30年度累計）
雇用予定者数 13,709人（H22～H30年度累計）
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過去最高

主な企業立地状況

（供用率）

【鉱工業指数（輸送機械工業）推移】
【東九州自動車道の交通量の推移】

開通区間
開通区間（H22以降）
未開通区間
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鉱工業指数

（H27＝100）

門川－清武南交通量

宮崎 生産指数

宮崎 出荷指数

全国 生産指数

全国 出荷指数

145

・輸送機械工業は、自動車部品や航空機部品関連企業が対象
・全国の数値が緩やかに伸びている中、平成28年4月以降、
宮崎県の数値は生産、出荷ともに急激に伸びている
（平成28年4月、東九州自動車道が宮崎から北九州までつながった）

宮崎から北九州
までつながる

※ 宮崎県の鉱工業指数（輸送機械工業－出荷指数）と、
東九州自動車道「門川～清武南」間の交通量の相関係数は、０．６３１

企業立地件数
平成26年度以降
40件超え継続中！！

令和４年度
開通予定
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人流・物流の活性化で 経済成長を牽引 高速道路開通で日帰りツアーが可能に 『ストック効果の体験』

日之影町 位置図 高速道路の「ストック効果」について語る 地元の声

高速道路の「ストック効果」体験後に寄せられた 参加者の声

宮崎市

日之影町

宮崎市出発 → 日之影町で買い物・体験

宮崎市からの

日帰りバスツアーで

竹細工体験まで

できるようになったのは

やはり高速道路のおかげです！！

レジには観光客の長蛇の列！！

でも、ゆっくり時間があったので、

日之影町の特産品をたくさん買う

ことができました！！

また友人を誘って、日之影町に

遊びに来たいです！！

私が子どもの頃は、宮崎市から

日之影町まで約４時間かかっていましたが、

これまでの高速道路などの整備で

約２時間で来れるようになりました！！

最近、県内外からの観光客が多くなりました！！
令和元年11月にグランドオープン
日之影町 道の駅「青雲橋」

ストック効果体験
・竹細工づくり
・地元手作りお弁当
・地元特産品お買い物
工事現場体験

・高千穂日之影道路

トンネルの

工事現場も

体験できました。

とても迫力が

ありました！！

次の開通が待ち遠しいです！！
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串間市串間市

日南市日南市

都城市都城市

曽於市曽於市

三股町三股町

都城IC都城IC

田野IC田野IC 清武南IC清武南IC

清武IC清武IC

宮崎IC宮崎IC

清武JCT清武JCT

日南東郷IC日南東郷IC

油津IC
（仮称）
油津IC
（仮称）

日南北郷IC日南北郷IC

溝辺鹿児島空港IC溝辺鹿児島空港IC

加治木JCT・IC加治木JCT・IC

姶良IC姶良IC

夏井IC
（仮称）
夏井IC
（仮称）

南郷IC
（仮称）
南郷IC
（仮称）

奈留IC
（仮称）
奈留IC
（仮称）

串間IC
（仮称）
串間IC
（仮称）

1010

221

223

504

269

220

220

220

448

平塚IC平塚IC

五十町IC五十町IC

梅北IC梅北IC
今町IC今町IC

末吉IC末吉IC

松山IC松山IC

有明北IC有明北IC

乙房IC（仮称）乙房IC（仮称）
高木IC（仮称）高木IC（仮称）
都北IC（仮称）都北IC（仮称）

横市IC横市IC

金御岳IC金御岳IC

有明東IC有明東IC

伊﨑田IC伊﨑田IC

志布志IC（仮称）志布志IC（仮称）

輸送効率化により 沿線地域の経済活動が活性化 

R2年度供用開始予定

志布志市臨海工業団地

志布志港

R3年度供用開始予定

都城インター工業団地

乙房IC(仮称)
横市IC

宮崎空港

油津港

鹿児島空港

着々と整備が進む都城志布志道路

輸送効率化による農畜産業の活性化

都城志布志道路の整備と比例するように、
志布志港では、飼料の生産・出荷が増加!
輸送が効率化されることで、沿線地域の
農畜産業の活性化に期待ができる!

平成２９年度 市町村別農業産出額の部門別において、
都城市は全国２位!!!

志布志港で生産した配合飼
料を沿線地域に出荷

精密機械や加工材等を志布
志港から出荷

輸送効率化による地域経済の活性化

約３倍に増加

都城市では、都城志布志道路の全線開通を見越
して、企業立地が急増!!!（宮崎県内１位）

都城市では、分譲していた都城インター工業団地が平成
２９年度末にすべて完売するなど、順調に企業立地が進
んでいる。

平成３０年度は、企業が望む土地がないことなどの理由
から、企業立地件数は、平成２９年度の半分となった。

都城市では、さらなる企業立地のため、都城インター工
業団地に新たに桜木地区を造成!!!２０２２年度の完成を
予定している。
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宮崎市
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鹿児島県曽於市

熊本県菊池市

前橋市

千葉県香取市

青森県弘前市

鹿児島県志布志市

鹿児島県南九州市

鹿児島県鹿屋市

愛知県豊橋市

熊本市

静岡県浜松市

新潟市

千葉県旭市

北海道別海町

茨城県鉾田市

宮崎県都城市

愛知県田原市

H29農業算出額（億円）市町村
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宮崎県都城市

【乙房小学校】

児童数の増加率１.４倍(H24→H30)
都城市内全域36校中１位

【西小学校】

児童数の増加率１.２倍(H24→H30)
都城市内全域36校中２位

R2年度供用開始予定
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災害に強い道路整備により 中山間地域の活性化に貢献 

被災履歴や法面崩壊のおそれのある
区間をトンネル等のバイパスで迂回す
ることにより、危険リスクを解消し、安
全・安心な道路を確保することが可能。

観光バスツアーも増加

大人気のグランピング

西都市役所

おがわ作小屋村

やまびこ花火大会会場
グランピング
（STELLA  SPORTS）

国道２１９号 小春工区
Ｌ＝1.7km（今年度完成予定）

整備前 やまびこ花火大会

県内外から観光客が集まり、毎年賑わいを魅せているやまびこ花火大会!!!

西米良村人口の12倍、12000人が集結!!!

国道219号 小春工区

令和２年完成予定

西米良村の人口（約1,000人）の50倍に当たる50,000人の観光客が毎年訪れている。

しかし、平成２９、３０年度は、長期間の通行規制を伴う大規模な災害が発生し、観光客が減少。（国
道２１９号は、宮崎市や西都市を結ぶ唯一の幹線道路）

災害に強い道路整備 ～国土強靱化～

西米良村の観光と道路整備

整備後

県外からの観光客が急増!!!魅力ある西米良村

令和元年5月にオープン

車でいっぱいになった「おがわ作小屋村」

「おがわ四季御膳」

至 宮崎市

至 熊本県湯前町

H30.3.3
※通行止め約１ヶ月半

H30.8.22
※通行止め２日間

H30.10.6
※片側交互通行約２ヶ月間

西米良村役場

【凡例】

改良済
事業中箇所
未改良箇所
旧道
被災箇所
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70,000
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県外からの観光客
通行規制
約４５日間

通行規制
約６５日間

通行規制
なし

通行規制
約１日間
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企業誘致と連携した アクセス機能向上 

国道１０号

雇用人数1000人     1500人に増員を予定

工場では映像機器を組み立て出荷している。

アクセス道路整備によるネットワーク機能の向上

W=5.0m   12.0m W=6.0m   9.0m

工場からの出荷状況

キャノン宮崎工場

一般県道
日置南高鍋線

キャノン宮崎工場

（高鍋町）国道、県道への
アクセス町道整備 Ｌ＝1,100ｍ

工場操業開始（令和元年５月）に
合わせ、令和元年３月に全線開通！

キャノン
宮崎工場

高鍋ＩＣ

西都ＩＣ

国道１０号

東九州自動車道
（北九州市～宮崎市
平成28年4月開通）
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九州東進作戦 イメージ図

主要地方道 東郷西都線（尾鈴橋）老朽化（橋梁）対策

橋梁点検：健全度Ⅲ判定（鋼材部に防食機能の劣化、腐食）⇒早期措置が求められる橋梁

国道２１８号（九州東進作戦）

干支大橋 上顔橋

H29～
塗装塗替を実施

鋼材部の腐食が進行

橋としての機能保持・回復を図り、道路ネットワークの安全性を確保

天馬大橋

青雲橋

槇峰大橋

雲海橋

ひつじ橋

【国土強靱化】自然災害から 地域経済・暮らしを守る 

優先啓開道路である国道２１８号の橋梁について耐震補強を推進

橋の耐震性能を強化し、大規模な地震が発生しても通行可能な状態と
することを目指す

橋梁耐震対策

国道２１８号
（南海トラフ地震発生時、
熊本、福岡方面からの
支援ルートとなる。）
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9,995 
39,874 

63,436 

98,321 109,537 

0

40,000

80,000

120,000

H22 H25 H28 H29 H30

木材消費量の拡大

出典：財務省「貿易統計」

港の整備による 基幹産業の競争力強化 

重要港湾 細島港

原木を取扱う岸壁が整備され、

林産品輸移出量のさらなる増加が期待！

16号岸壁 新規事業採択

細島港の丸太輸出量（年）

（m3） 約1１倍!!

ＲＯＲＯ船の大型化

2020年2月（予定） 「HAKKOひなた」として大型化

貨物積載量を約2倍とし、これまで
載せきれなかった貨物の受け入れが可能に！

85,231 91,946 
135,766 

237,545 
277,214 

0

100,000

200,000

300,000

八代 大分 伊万里 志布志 細島

平成29年 細島港の林産品（輸移出）九州１位
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利用拡大に向けて

フェリー貨物量と乗降客数 （年）

（千フレート･トン）

過去最高

出典：宮崎県港湾統計

フェリー貨物の約７割が農畜産物（重量ベース）

出典：総合交通課資料

本県産農畜産物の約１／４に相当

官民連携で進める 物流機能の拡大と強化 

重要港湾 宮崎港

2022年を目標 に官民連携による、

トラック積載台数の増加で、ドライバーの負担
軽減

個室増加で、多様な旅客ニーズに対応

都市圏に向け、安価で大量輸送が可能

（人）

フェリーの利用状況

神戸市人口
１５０万人 神戸港

宮崎港

宮崎県人口
１０７万人

神戸⇔宮崎就航５周年

カーフェリーの大型化 を計画

◎就航５周年イベント（Ｒ１．１０．１４）

就航５周年記念として、瀬戸内クルーズが行われ、
式典では宮崎の特産品が振る舞われました。
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クルーズ受入体制 災害発生時の受入体制

災害発生時、

背後圏（日南市、串間市）約７万人へ

緊急物資の輸送が可能に！

県南地域の観光、災害発生時における 受入体制の整備 

重要港湾 油津港ファーストポート化により、
寄港回数増加、経済効果が期待！

◎地域一体のおもてなし

仮設店舗での販売

コスタ・ベネチア （14万㌧級）
乗客定員 5,260人 2019.5.21初寄港

◎耐震強化岸壁の整備（国土強靱化）

地元高校生によるおもてなし

◎宮崎県南部広域観光協議会において
９０分圏内の観光ルートを設定

西地区

漁港地区

東地区

令和２年度完成を目標に整備

上屋の改修
（トイレ）

令和元年度完成予定

駐車場舗装
（クルーズ船受入環境整備）

平成30年度完成

クルーズ船使用岸壁
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令和元年７月の豪雨 輪中堤等で家屋の浸水被害を解消!!

地域特性に応じた整備で 住民の不安を解消 

大淀川水系瓜田川
被害状況

瓜田川流域では、これまで
平成9年 平成16年 平成17年の

出水で浸水被害が発生。

浸水被害の常襲地区であった。

築堤(嵩上げ)

■R1.7出水 R1.7出水

被害状況 平成17年9月台風14号

築堤(新設)

輪中堤輪中堤

家屋浸水なし！

鹿
児
島
県

［大淀川水系瓜田川位置図］

大淀川

宮
崎
県

瓜田川

熊
本
県

平成９年と同規模の降雨であったが、輪中堤と瓜田川排水機場の一体
整備などにより、平成９年出水の浸水戸数151戸が、今回は、０であった。

雨量比較
（H9台風19号 と R1豪雨の期間雨量）

浸水家屋数比較
（H9台風19号 と R1豪雨の浸水家屋）

瓜田川浸水区域 37.0ha

麓川浸水区域 2.6ha麓川→

H9台風19号出水
■H9台風19号出水

床上121戸

床下 30戸

瓜田川・麓川浸水区域図

瓜田川排水機場

被害状況 平成９年９月台風１９号
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県内全河川で公表

多様な情報提供により 防災意識の向上 

利用一体型水防災事業

身近な河川の情報を新たに提供

想定最大規模の洪水浸水想定区域図

洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）

公表率

近年、想定を超える
浸水被害が多発

近年、台風や豪雨災害等による
水害が全国各地で発生。

激甚化・頻発化
により被害が拡大

被害状況 平成３０年台風２４号

宮崎日日新聞

塩見川水系塩見川洪水浸水想定区域図（計画規模）

塩見川水系塩見川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

0

20

40

60

80

100

４
河川

１９
河川

３５
河川

（％）

Ｒ１Ｈ３０Ｈ２９

想定し得る最大規模
洪水浸水想定区域図の

公表率１００％

危機管理型水位計

令和元年度

７３基設置

危機管理型水位計を設置

身近な河川の水位情報を
ネットで閲覧

（洪水予報河川および水位周知河川）

熊野江川 熊野江橋（延岡市）

新たな水位情報

堤防天端高から
-1.73ｍ(現況)

▽
▽

氾濫開始
0.00ｍ

危険水位
-0.41ｍ

▽

※洪水時のみ
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急傾斜施設が土砂や倒木を補足！

防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策 による

地域防災力の向上 

（）
西都市 青山地区

避難所・避難路等が存在する
土砂災害の恐れのある区域を重点的に整備

施設の整備と実効性のある避難の確保により
土砂災害による人的被害ゼロ 

延岡市 浦尻第２地区

急傾斜地崩壊対策

避難路

水害・土砂災害から命を守るインフラの強化

土砂災害警戒判定メッシュ情報を高解像度化
早期避難のための情報提供をきめ細かく提供することにより、避難率の向上を期待

土砂災害から命を守る情報の充実

従来より細かく危険
な範囲を表示
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雨水ポンプ場等施設の整備に伴う 家屋浸水被害の軽減 

浸水（内水）対策

令和元年７月の梅雨前線豪雨における浸水対策の効果事例

宮崎県都城市 下水道

○市街地部ではこれまでの豪雨において、一級河川大淀川の水位上昇を起因と
する内水氾濫により浸水被害が発生していた。

○浸水対策として、当排水区域内の雨水幹線等に雨水を強制排除する「岳下
（たけした）ポンプ場」と「都島（みやこじま）ポンプ場」を整備した。

○その結果、平成１７年の台風では床上浸水６戸、床下浸水４戸であった浸水
被害が、令和元年７月３日の梅雨前線豪雨時には、同規模の降雨であったに
も関わらず、床下浸水１戸のみとなり、大幅に浸水被害を軽減させることが
できた。

具 体 的 な 取 組

岳 下 ポ ン プ 場

【事業期間】
平成20年度

 平成24年度

都 島 ポ ン プ 場

【事業期間】
平成26年度

 平成29年度

事 業 に よ る 効 果

平成１７年 台風１４号

床上浸水６戸

床下浸水４戸

令和元年 梅雨前線豪雨

床下浸水１戸

２ つの 雨水ポンプ場 を整備

軽
減

平成１７年 ８月３０日

時間最大31.5㎜
連続降雨 411㎜

令和元年 ７月３日

時間最大40㎜
連続降雨 360㎜
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巨人軍宮崎キャンプにも使用する

６人同時投球可能な本格的ブルペンを新設

県内の公園施設整備で スポーツランドみやざきが推進 
青島プロ・アマの各スポーツ団体が利用!!

トップアスリートも使用するトレーニング専門器具を

備えたトレーニング場を新設

第２トレーニング場（県総合運動公園）R1.10完成

早水公園ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ・武道館（都城市）H30.9完成サンライズブルペン（県総合運動公園）H31.2完成

サンマリンスタジアム宮崎
・読売巨人軍
・WBC侍ジャパン強化合宿

第3競技場（サッカー場）
・大宮アルディージャ(J2)
・ファジアーノ岡山(J2)

ラグビー場
・徳島ヴォルティス(J2)
・ＦＣ岐阜(J2)

陸上競技場
・鹿島アントラーズ(J1)
・ベガルタ仙台(J1)
・青山学院大学
・ドイツ陸上競技連盟オリンピック事前合宿（予定）

木の花ドーム
・読売巨人軍

ひむかスタジアム
・読売巨人軍

利用環境の
向上

観光客の
増加

国民スポーツ大会等に向け
スポーツ施設整備を本格化

2020年
東京

オリパラ
開催

2020年
東京

オリパラ
開催

2019年
山之口運動公園

整備着手

2019年
山之口運動公園

整備着手

2026年
国民スポーツ
大会・障害者
スポーツ大会

2026年
国民スポーツ
大会・障害者
スポーツ大会

県内の公園施設整備によりスポーツ施設が充実

県総合運動公園

スポーツ施設の充実により、キャンプ・合宿利用者増加中!!

新たに整備した運動施設において

令和元年度全国高等学校総合体育大会を開催！

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

210,000

500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

宮崎県内スポーツキャンプ・合宿の実績

団体数１．３倍
(H22)1,040→(H30)1,335団体

(団体数) (延べ参加人数)

第２トレーニング場完成

サブグラウンド完成

サンライズブルペン完成
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高鍋町

地域のニーズに応じた 安全な道路空間の確保 

< 整備効果 >

0

4

8

12

16

20

供用前 供用後

～事故発生件数の減少～

事故総件数 人・自転車対車両

整備後

0 10 20 30 40

H27

H11

～交通混雑の解消～

（km/h）

約８km/h向上
危ないと思うこと
が少ない、通学し
やすくなった。
（高校生）

H21～H25の平均 H26～H30の平均

歩きやすい、車
が通る時に安心
して歩ける。
（小学生）

文

文

文

文

文

県管理道の要対策箇所
(H24緊急合同点検による抽出)246  箇所

歩道が広いのでとても安心して歩ける。
歩道のデザインも気に入った。（中学生）

整備前

約７割減

混雑時の走行速度が

人・自転車 対 車両 の事故が

歩道空間整備

県管理道の要対策箇所
(令和元年11月末現在) (223箇所対策済み)

箇所残
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子育て世代活動支援
センター等複合施設

まちなか広場

図書館等複合施設

国道222号

国道10号

効

果

◎中心市街地の集客施設入込み数が約2.5倍に増加
【Ｈ29年度】 約120.9万人/年 ⇒ 【Ｈ30年度（開館後）】約309.8万人/年
※中心市街地の主要な医療・金融・公共機関等集客施設の入込み数

◎中心市街地の新規開業店舗数が増加

【Ｈ29年度】９件/年 ⇒ 【Ｈ30年度（開館後）】 23件が新規出店

◎中心市街地の歩行者通行量が回復傾向

【開館前（Ｈ29年度）】１５５人/日 ⇒ 【Ｈ30年度（開館後）】 ３６９人/日

改修前(旧ショッピングモール)

交流人口
の拡大 施設間

の連携

コンパクトシティの取組で まちなかの魅力が向上 

既存ストックの活用により空間的充実とコスト縮減を実現
旧図書館の約３倍の床面積 約３１億円の整備コスト縮減（同規模図書館の新設と比較）

改修後(図書館等)

図書館（利用状況）まちなか広場（マルシェ開催の様子）子育て世代活動支援センター「ぷれぴか」

ライトアップ

都城市 Mallmall (まるまる)
（平成30年4月28日オープン）
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宮崎県におけるインフラのストック効果事例集（vol.6）

令和2年１月発行

宮崎県県土整備部


